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   Prostatic ancer is rarely diagnosed by detection of lung metastases. We report a case of prostatic 
cancer in a 73-year-old man detected by abnormalities in chest X-ray and serum prostate specific 
antigen (PSA) level. He was initially admitted to our hospital due to elevation of PSA level. On the 
first transperineal prostatic needle biopsy, prostatic cancer was not detected and he was followed. 
Seven months after the first biopsy, chest X-ray revealed multiple abnormal nodules in the lung fields 
bilaterally and PSA level was again elevated. A second prostatic biopsy and whole-body examination 
were performed, and he was diagnosed with moderately differentiated prostatic adenocarcinoma with 
multiple lung metastases. Complete androgen blockade therapy was performed immediately. Two 
months after the beginning of treatment, PSA level was normalized and the multiple lung metastases 
had completely disappeared. There has been no evidence of recurrence or PSA relapse 24 months 
after detection of the prostatic ancer. This is the 26th case of prostatic ancer diagnosed in Japan 
following detection of multiple lung metastases. 
                                               (ActaUrol. Jpn.  47  : 59-62, 2001) 
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緒 言
前立腺癌 は初診時 に遠隔転移,特 に骨転移 を有する
頻 度 が比 較 的 高 いが,肺 転 移 を有 す る症 例 は少 な
く1'2),さらに肺転移 の存在が癌発 見の契機 となった
症例 はご く少数 である.
今 回われわれは,胸 部X線 検査 とprostatespeci丘c
antigen(PSA)値の異 常 を契機 に発 見 され た多発性
肺 転 移 巣 を有 す る前 立腺 癌 にcompleteandrogen
blockade(CAB)療法 を施行 し,長 期間の寛解 を得 た




主訴:胸 部X線 検査 と血清PSA値 異常の精査.
既往歴 ・家族歴:特 記すべ きことな し
現 病歴;1997年12月,旭川 がん検診 セ ンター にて
PSA値異常 を指摘 され,精 査 目的に当院受診.PSA
値が19.Ong/ml(コス メデ ィF-PSA,国 際試薬,
正常3以 下)と 上昇あ り,12月ll日,経会陰式前立腺
針生検施行,病 理学的に腫瘍性病変は検 出されず,慢
性前立腺炎 として外来観察 となる.1998年7月,定期
検診 の胸部X線 検査 にて異 常陰影 を指摘 され,PSA
値 も依然 と して異常 を示すため,7月21日,肺 病変 と
前立腺の精査 目的 に入院 となる.
現症:胸 腹部異常 な し.前 立腺 は超 クル ミ大,弾 性
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で,右 葉が若干大 き く触知 された.
入 院時検査所見:PSA値 が29.7ng/mlであ った以
外,血 液,尿 お よび尿細胞診検査に異常 を認めなかっ
た.前 立腺 超音波,骨 盤部CT検 査 では約17gに 腫
大 した前立腺が描出 されたが,腫 瘍 の存在 を疑わせ る
所見 はな く,腹 部超音波,CT検 査,骨 シンチにおい
て も異 常 を認 めなか った.胸 部X線 お よびCT検 査
にて,初 回の生検時に存在 しなか った,多 発性結節性
異常陰影 を両肺野に認 めた(Fig.1-A,B,c).
組織学 的検査:初 回生検 よ り7カ 月 目の7月23日,
2回 目の経 会陰式前 立腺針生検 を施行 し,6検 体 を採
取 した.前 立腺右葉か らの1検 体 より中分化型腺癌が
検 出された.
経過:喀 疲喀養,細 胞診検査では,肺 原発腫瘍や肺
炎症性 疾患 の存在 は否定 された.転 移性肺腫瘍の原発
巣検索のため各種腫瘍マ ーカー,画 像,消 化管内視鏡
検査 なども施行 したが,異 常 は見 られなかった。以上
よ り前立腺癌 とその多発性肺転移,TlcNOMlc,stage
IV3)と診 断 し,7月30日よ りFlutamide(OdyneTM,
日本化薬)375mg連 日投 与,8月6日 よ り4週 毎 の
Goserelinacetate(ZoladexTM,ゼネ カ)3.6mg皮
下注のCAB療 法 を開始 した.
治療 開始 後PSA値 はす みやか に下降 し,2カ 月後










(Fig.1-D,E,F)では,異 常陰影 は消 失 した.こ の
時Flutamideの副作用 と思 われる軽度の肝機 能障害
が見 られたが,投 与 中止にて正常化 した.治 療 開始 か
ら24カ月 目の2000年7月現 在,Goserelinacetateの
みの投 与 でPSA値 は0.1ng/ml以下.胸 腹 骨盤i部










か ら三方 ら6)の報告 に自験例 を加 え26例で(Table
D,転移が肺のみの ものは自験例が9例 目であった.
年齢 は平均71.9歳と他の統計 とほぼ同様 の分布
で2・7),病理組織学的には高分化3例,中 分化12例,







































































































































































































































































































































み る.転 移巣 は胸部X線 検査の所見 によ り,結 節状陰
影 を示 すnodulartypeと,線状網 状 陰 影 を呈 す る
lymphangitistypeとに大別 され る9)前 者 は無症状
で,治 療に反応す ることが多 く,一 方後者 は咳噺,呼
吸 困難 などの症状や,肺 性心,肺 門部 リンパ節腫大,
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